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Ⅰ．目的 

 

 この指針は、院内感染の予防・再発防止策および集団感染事例発生時の適切

な対応など病院における院内感染防止体制を確立し、適切かつ安全で質の高い

医療サービスを提供できる環境を整えることを目的とする。 

 

Ⅱ．院内感染防止対策に関する基本的考え方 

 

 院内感染防止対策は、医療行為を行う際に起こりうる患者・職員への感染症

の伝播リスクを最小化することの視点に立ち、『標準予防策（スタンダートプリ

コーション）』に基づき医療行為と感染経路別予防策を実践する。 

 さらに個別および病院内外の感染症情報の共有をはかり、院内感染の危険お

よび発生に迅速に対応することを目指す。 

 また、院内感染が発生した事例については、速やかに事例を発生させた感染

対策システム上の不備や不十分な点に注目し、その根本原因を究明、改善し安

全を確保する。 

 この姿勢を基盤にした感染予防活動の必要性・重要性を全職員に周知し積極

的な取り組みを行い、病院の理念に沿った医療を提供できるように本指針を作

成する。 

 

Ⅲ．院内感染防止対策に関する組織的な取り組み 

 

 当院における院内感染防止対策は、病院長のもとに院内感染対策委員会を設

け、感染防止対策を円滑に運営するために感染防止対策部門を設置する。 

感染防止対策部門の活動は、感染防止対策チームを組織し、継続的に取り組む。 

 

１．院内感染対策委員会の設置 

 

  院内感染の予防に関する事項を調査審議するために院内感染予防対策委員

会を設置する。本委員会は次の事項に掲げる院内感染などの発生防止に関す

る事項について活動する。 

 ※『院内感染対策委員会 規定および指針』参照とする。 
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２．感染防止対策部門の設置 

 

  感染防止対策を円滑に運営するために、感染防止対策部門を設置する。 

 （感染防止対策部門は、医療安全管理室をもって感染防止対策部門とする） 

病院内の感染防止対策に関する病院全体の問題点を把握し、改善策を講じるな

ど院内感染防止対策活動の中枢的な役割を担う。 

  感染防止対策部門は、感染制御チームを設置する。感染制御チームは、診

療部門、薬剤部門、看護部門の感染防止担当者により構成し、院内感染管理

者を配置する。 

 

 １）院内感染管理者の配置 

   感染防止対策部門に院内感染管理者を配置する。院内感染管理者は感染

防止担当者と連携・協同の上、病院全般に関わる感染防止対策の立案・計

画・実行・評価を含め、感染防止対策のための組織横断的活動を行う。 

 ２）感染制御チームの設置 

   院内感染対策等の発生、または防止対策に関して、迅速かつ機動するこ

とを目的として、感染防止対策部門に感染制御チームを設置する。 

（１）感染制御チームの主な業務 

①院内感染発生状況の把握と院内感染予防対策の検討 

②感染症情報の共有 

③細菌検査検出状況検討 

④抗菌薬適正使用調査 

⑤院内ラウンド 

⑥院内感染予防対策に関わる教育・研修の企画および運営 

⑦感染防止対策マニュアルの整備と定期的な見直し 

（２）感染制御チームは週に 1 回程度、ミーティングおよび院内ラウンドを

実施する。 

（３）感染制御チームは、医師、薬剤師、看護師、臨床検査技師にて構成す

る。 

（４）感染制御チームメンバーは、感染防止対策加算１を算定する北見赤十

字病院と連携をはかり、年に 4 回程度、北見赤十字病院が開催する 

『感染防止対策合同カンファレンス』に参加する。 
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Ⅳ．院内感染防止対策のための職員に対する研修に関する基本方針 

 

 １）院内感染の基本について新入職員対象の研修会を毎年 4 月に実施予定と

する。 

 ２）院内感染に対する職員の意識向上や感染制御チームの業務を遂行する上

での技能やチームの一員としての意識向上のために研修会・講習会を年

に 2 回程度開催する。 

 ３）感染防止対策マニュアルを作成し、感染防止のための基本的な考え方や

具体的な方法について全職員への周知を行う。 

 

Ⅴ．感染症発生の状況報告に関する基本方針 

 

 １）法令に定められた感染症届出および MRSA 等の有無を院内感染予防対策

委員会で報告する。感染制御チームでの検討および現場へのフィードバ

ックをする。 

 ２）耐性菌や院内感染症等が発生した場合は感染拡大を防止するため、感染

症発生の情報を各部署へ速やかに提供する。 

 

Ⅵ．院内感染発生時の対応に関する基本方針 

 

 緊急を要する感染が発生した場合は、直ちに院内感染管理者に報告し、感染 

制御チームで緊急対策を講じるとともに再発予防および対応方針を検討する。 

また、病院長や事務長に報告され、必要時保健所等へ各種の届出や連絡を行う。 

 

Ⅶ．患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針 

 

 １）患者及びその家族等から本指針閲覧の求めがあった場合は、これに応じ

るものとする。 

 ２）院内感染防止対策に関する取り組み事項を、院内に掲示する。 
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Ⅷ．院内感染対策の推進のために必要な基本方針 

 

 １）院内感染防止対策の推進のため、CDC ガイドラインや科学的根拠に基づ

く実践可能なマニュアルを作成し、職員への周知徹底を図るとともに、

適時マニュアルの見直し、改訂・更新を行う。 

 ２）職員は自らが感染源とならないため、健康管理に留意する。 


